
 

パソコンテイク始めました！  

 

ゼロからのスタート 

パソコンテイク始動 

「講義連絡ノート」で情報共有！ 

障害学生×テイカー×教職員＝振り返りの会 

お問い合わせ先： 一橋大学 障害学生支援室 

〒186-8601 東京都国立市中２－１ 

TEL&FAX: 042-580-8927 mail: stu-ss.g@dm.hit-u.ac.jp 

 

本学で本格的な聴覚障害学生支援をするのは初めて 
 
専門職大学院→専門知識の必要性、情報量の多さ、双方向授業 

国内外の大学を視察し、本学の支援体制を模索 
聴覚障害学生、関係教職員のミーティングを月に 1度開催 
聴覚障害学生の発言をモニターに映し出し、双方向授業への参加を保障 

前期にパソコンテイカー養成講座を 6 回開催(述べ 51 名の参加者) 
当初はプロの力を借り、徐々に学生テイカー中心の支援体制に移行 

 

学生テイカーだけでのテイクを始めたものの、当初は分からないことだらけ・・・ 
 
「先生の話の細かいニュアンスや強調部分の伝え方はどうテイクしたらよいか」 
「図の説明には指示語が多く出てくるためうまくテイクできない」 

「固有名詞の漢字変換がうまくいかずに戸惑ってしまう」 
「先生から質問されていることをすぐに利用者に伝えられない」 
「ペアテイクの際一文交代だと相手のフォローが出来にくい」  

「テイカー両者が同じ内容をテイクしてしまう」 
「先生の話すペースが速くなると、メインテイカーが要約したのかテイク漏れなのかわかりにくいためフォローが難しい」 
「他の学生の発言時、声が小さくテイクできないことが多い」 

「利用者の発言が書かれたモニターを先生が黙読すると周りの学生はその内容がまったく分からない」 など、戸惑うことの連続でした。 

そこで、講義で気が付いたことをメーリングリストで共有し、知識や技能を蓄積していきました！ 
 
「聴覚障害学生の発言はモニターに映し出しそれを先生に読み上げてもらってはどうか」 
「強調して話された部分はカギカッコを使うとよいのでは」 

「単語リストを作って変換の練習をするとよい予習になる」 
「変換しにくい漢字は長く打って変換し一文字消す方法がある」 
「図のテイクは、同じ図をサブテイカーが描き写し独自に矢印等に番号を振った上でテイクをすると分かりやすい」 

「５分交代の時は消しゴムの受け渡しで担当を確認している」 
「両者が同じ内容をテイクしてしまった時はどちらが消すか決めておくとスムーズ」 
「利用者に先生が質問する時は『質問です』と書かれたカードを提示する」 

「学生の回答を無理にテイクするより先生の解説をしっかりテイクすべし」 
「その場の雰囲気を同じように体験できるようなテイクを目指した」 
「前日に早く寝ることや爪の長さを整えることが意外に大事」 など多くの提案がなされ一つ一つ改善しながら支援体制を積み上げていきました。 

 
 
 

 
 

前期終了後、関係者が一堂に会する場を設け、今後のよりよいテイクに向けて話し合いを行いました。 

テイカーと教員の意思疎通の仕組みを強化していくことが確認されました。学生テイカーへのアンケートで
は「自分の授業でもノートを取るのが上手くなった」「先生方がパワーポイントを導入して下さり、 
わかりやすい授業が増えた」との意見もだされました。専門知識を持つ学生テイカーをどう 

確保していくかが今後の課題です。 
・・・その後、現任者テイカーのための「スキルアップ講座」、テイカー同士の懇親会、 

聴覚障害学生による「しゅわのかい」が開催され、聴覚障害学生支援体制が着々と構 

築されてきています。 

 一橋大学  障害学生支援室 
 

発言用 


